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南方系ヒトデ類2種の和歌山県白浜町の海岸への漂着

Two species ofstar石sh washed ashore at a coast in
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図1.

和歌山県白浜町の中大浜の海岸に2009年2月に漂着した

オニヒトデAcanthaster planci (Linnaeus)

インドー西太平洋を分布中心とする熱帯系のヒトデ類

2種が、2009年の春一番などの風波が非常に強かった期

日の直後に、和歌山県白浜町の中大浜の海岸(砂浜部

の長さは1,300m)に漂着したので記録する。

オニヒトデAcanthasterpJand(Linnaeus)は、色彩は失

われていないが腕の大半が破損した1個体(間幅長は約

61 mm)が、2009年2月14日に死亡漂着したのを久保田

が発見した(図1)。これは、瀬戸臨海実験所北浜で2004

年8月15日に台風接近による荒天の後に1個体が記録

(久保田2006)されて以来の白浜町の海岸-の漂着記録

である。

一方、コブヒトデモドキPentaceraster alveolatus

(Perrier)は、2009年3月15日と23日の荒天の後に、 1個

体ずつ死亡漂着したのを樫山が発見した(図2)。2個体は

ほぼ同じ大きさで(頼長61 mmと60 mm)、色彩は失われ

ていた(標本は樫山が保管)。これは、白浜町に所在する

瀬戸臨海実験所周辺の海岸で、過去30年間に、低水温の

冬季から初春に衰弱死の直後に打ち上げられた3個体の

記録(久保田ほか2007)に続く漂着記録である。これら計

5個体の大きさに大差はなく、幅長20cmにも達する本種の

本来の生息地の個体(久保田ほか2007)の半分程度の

大きさである。

以上のことから,上記の2種の南方系ヒトデ類が本年春

に相次いで漂着した本記録は、昨今の温暖化の影響によ

り、この類の白浜町沿岸への定着が近年に多少とも促進

されていることが示唆される。なお、上記とほぼ同じ大きさ

の生きたオニヒトデの1個体(多数の腕は傷む)を、和歌山

県田辺湾口にある塔島の岩礁、水深1mで、 2009年7月

19日に再び久保田が発見した。そこは、前回に発見され

た地点(田名瀬・久保田1997)とほぼ同じ生息地で、わず

か数十m南側の地点であった。さらに、塔島に近い白浜町

の瀬戸漁港でも、昨今、大型のオニヒトデが廃棄されてい

るのをよくみかける(久保田　2006参照)0

上記2種が白浜町周辺海域で、今後、定着に至るかど

うかについては、継続調査が必要であるが、京都大学白浜

水族館では、近年、地元漁師の網にかかった大型個体な

ども飼育展示しており(瀬戸臨海実験所2008)、2種とも白

浜町の沿岸で成熟した個体が出現しているのでその可能

性がある。
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